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Ⅰ．ニーズ・シーズマッチング強化事業 
１．背景 

障害者及び障害児（以下「障害者」）の自立を支援する障害者自立支援機器｢（以下「支援機

器」）｣は、障害者の活動や参加を促すものとして、極めて重要な役割を果たすものである。 

障害者福祉の現場において、真に必要とされた支援機器を開発するためには、着想の段階

から障害者や支援者の「ニーズ」と、企業や研究者等の「シーズ（技術）」をマッチングする

ことが大切であり、シーズ志向型の開発とならないよう、障害者の置かれていた状態は勿論

のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発を推進することが求められてい

る。 

２．目的 
本交流会では、支援機器のユーザー側が持つニーズと開発側が持つシーズのマッチングを

目的とした「ニーズ・シーズマッチング交流会等」を企画・開催し、実用的な支援機器が開発

されるよう、試作機等を用いて、ニーズ側とシーズ側が膝を交えて意見交換できる場を設け

るとともに、効果的なモニター評価等を行う機会を創出することとした。 

 

【障害者自立支援機器等開発促進事業 概略図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 －

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実施内容 

（１）企画委員会の設置 
 支援機器に関する障害関係団体及び、医療・福祉専門職等から構成する、交流会企画委

員会を当協会に設置し、ニーズ・シーズマッチングのコーディネート機能及び体制を構築

した。 

企画委員会では「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行

い、より良い交流会等の実現に向けた検討を行うこととした。また、本委員会に構成する

障害関係団体の皆様には、①支援機器に関する課題やニーズをご提供いただくとともに、

②本交流会では、ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積極的にご参加いただくこ

と、③交流会の成果を着実に支援機器開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて相談や

アドバイス支援を行うこととし、関係する障害者等をご紹介いただくこととした。 

 

【ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 委員名簿】 

（委員） （五十音順・敬称略） 

氏 名 所 属 

岸川 忠彦  一般社団法人日本ＡＬＳ協会 

小山 万里子  ポリオの会 

田中  理  横浜市総合リハビリテーションセンター 

出口 弦舞  国際医療福祉大学小田原保健医療学部 

中井 美恵  アドプラス（ＮＰＯ法人ＦМＣＡ 設立準備中） 
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平井 一也 公益財団法人石川県産業創出支援機構 成長プロジェクト推進部 

松尾 光晴 一般社団法人日本障害者コミュニケーション支援協会 

（マッチングコーディネーター） （五十音順・敬称略） 

 氏 名 所 属 

小磯 さおり 川崎市社会福祉事業団 れいんぼう川崎 

松尾 清美 合同会社 ＫＴ福祉環境研究所 

（オブザーバー） （敬称略） 

氏 名 所 属 

出戸 浩朗 
経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 

医療・福祉機器産業室  

輿石 美和 総務省 情報流通振興課 情報活用支援室 

只野 肇 
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

スタートアップ支援部 SBIR チーム

芦澤 宏和 
国立研究開発法人 情報通信研究機構 デプロイメント推進部門 

情報バリアフリー推進室 

増田 岳史 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

中村 美緒 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

大野 貴己 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

安部 加奈子 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

（２）交流会の企画・開催

障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、交流会を開

催した。会場は東京で行うこととし、Ｗｅｂ開催（オンライン上での意見交換）について

は、令和７年１０月～令和８年 1 月末まで昨年度同様にオンラインプラットホームを活用

して開催することとした。 

会場開催では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へ持ち込み、障害者及び介護者を

はじめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が膝を交えて意見交換等を行う場を設ける

こととした。また、期間中の併催イベントを各種企画した。 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害者

の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、大

学・研究機関 等 
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３．実施内容 

（１）企画委員会の設置 
 支援機器に関する障害関係団体及び、医療・福祉専門職等から構成する、交流会企画委

員会を当協会に設置し、ニーズ・シーズマッチングのコーディネート機能及び体制を構築

した。 

企画委員会では「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行

い、より良い交流会等の実現に向けた検討を行うこととした。また、本委員会に構成する

障害関係団体の皆様には、①支援機器に関する課題やニーズをご提供いただくとともに、

②本交流会では、ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積極的にご参加いただくこ

と、③交流会の成果を着実に支援機器開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて相談や

アドバイス支援を行うこととし、関係する障害者等をご紹介いただくこととした。 

 

【ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 委員名簿】 

（委員） （五十音順・敬称略） 

氏 名 所 属 

岸川 忠彦  一般社団法人日本ＡＬＳ協会 

小山 万里子  ポリオの会 

田中  理  横浜市総合リハビリテーションセンター 

出口 弦舞  国際医療福祉大学小田原保健医療学部 

中井 美恵  アドプラス（ＮＰＯ法人ＦМＣＡ 設立準備中） 
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① 開催日程及び内容

●ＷＷｅｅｂｂ開開催催

【開 催 日】令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土） 

【配信会場】テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内 

【企画内容】 

 ・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信

 ・問い合わせフォームを使用した意見交換の実施

 ・開発助成金事業の紹介、各種支援機器開発に係る研究報告等の配信 等

●東東京京会会場場

【開 催 日】令和７年１２月１８日（木）～２０日（土） ３日間 

【時 間】初日１３：００～１７：００、１０：００～１７：００ ※最終日１６時 

【会 場】東京都立産業貿易センター浜松町館（３階展示室） 

【企画内容】 

 オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信

 問い合わせフォームを使用した意見交換の実施

 開発中の試作機等の展示及び体験、意見交換の実施

 会場にて講演・シンポジウム等の実施

（行政の取り組み、地域交流会の成果、開発促進事業成果報告、連携協力 

機関による事例報告会、総務省と連携したシンポジウム） 

【東京会場 外観及び展示室】 

② 出展企業等の募集

出展要項を作成のうえ、７０企業等を一般募集することとした。

Ｗｅｂ開催の参加は必須とした。 ※Ｗｅｂ開催のみの参加は認めないこととした。

・東京開催・Ｗｅｂ開催 ７０企業 
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（３）Ｗｅｂ開催の内容

本交流会専用サイト内に、「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」を設け、出展企業・機器を紹

介する動画の視聴、問い合わせフォーム及び掲示板を利用した出展者の意見交換、講演の

常時配信が視聴できる仕組みを構築した。 

 また、Ｗｅｂ交流プラットフォームは、ログインは不要とし、多くの方々がアクセスし

やすい仕組みとした。 

【Ｗｅｂプラットフォーム画面】 

【出展者ページ画面】 
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機関による事例報告会、総務省と連携したシンポジウム） 

【東京会場 外観及び展示室】 

② 出展企業等の募集

出展要項を作成のうえ、７０企業等を一般募集することとした。
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【交流会での動画配信】 

●Ｗｅｂ交流プラットフォーム（交流会の専用ページ）をＷｅｂ上に設け、出展者の個

別ページにて、開発中の製品紹介、対象者、機器の使用方法、活用方法等の内容を盛り

込んだ１０分以内の動画又は、音声や動画の入った PowerPoint を任意で掲載し、ニー

ズとシーズの交流を促進することとした。

●出展企業等一覧は、Ｗｅｂ交流プラットフォーム上で各障害分野別やフリーワードで

検索を可能とした。なお、動画はサーバー容量の都合上、YouTube のサイトへ移動して

動画の閲覧ができるようにした。

●Ｗｅｂ開催期間中には、常時配信動画を掲載し、支援機器開発の助成金事業の紹介の

視聴を可能とした。

●セミナー等の資料については、講演者より資料提供が可となったものについてダウン

ロード可とした。

●動画の実績は、出展企業 約８０本、障害当事者団体・開発支援機関 約１０本

（４）交流会開催後のフォローアップ

　担当職員による相談窓口を設置し、交流会開催後の成果を支援機器の開発に繋げるた

め、企画委員や関係団体等と協力しながら、開発企業等に対して継続的に必要な支援を

行った。具体的には、以下の取組みを実施した。 

① 相談窓口の設置

専任の担当者を配置し、常時ニーズ側及びシーズ側の問い合わせに応じて、相談に応じ

た。また、交流会会場に来場が可能であれば、会場にて関係する機器の紹介や当事者団体

などを紹介した。 

② モニター評価実施にあたっての支援・協力

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連携を図り、モニター評価の実施施設や想定する

ユーザーを紹介した。

具体的には、支援団体、施設・事業所、病院、リハセンター、支援機器の評価を行う機関

等といった、障害福祉の現場（ニーズ側）を対象に「モニター評価機関等」の募集を行い、

シーズ側とのマッチングを行った。担当職員がニーズとシーズの間に入り、開発中の支援

機器の対象者や特徴や特性をお伺いし、マッチングが円滑に進むよう支援・協力を行った。 

③ 意見交換会やアドバイス支援の実施

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバイス等の開発支援を行った。

具体的には、出展企業等から要望を個別に伺い、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。訪問及び状況に応じてオンライン会議を可とし、意見交

換会等への参加については、地域を限定しないこととした。 

成果については、協会ＨＰから各方面へ発信し、ニーズとシーズのマッチングを推進す

るとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとした。 

④ 動画の部屋の開設

動画の部屋では、交流会が終了した後も、期間内に実施された講演等をアーカイブ化し、
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期間外でも常時視聴できる環境を設けていた。 

 また、開発中であった支援機器についても、機器の紹介や利用事例を動画として掲載し、

実用的な支援機器の開発・普及に努めた。（掲載にあたっては、動画の趣旨及び目的、内容

等を協会において十分に確認したうえで行った。） 

⑤ その他

その他、必要な支援を関係団体等と連携して行った。

（５）ニーズ・シーズの情報収集・発信

 「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を活用することにより、支援機器に係るニー

ズとシーズの情報収集・提供を行った。また、障害当事者団体へインタビューの動画を常

時配信として当事者ニーズについて発信を行った。 

（６）実施スケジュール

次ページ参照。
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【交流会での動画配信】 

●Ｗｅｂ交流プラットフォーム（交流会の専用ページ）をＷｅｂ上に設け、出展者の個

別ページにて、開発中の製品紹介、対象者、機器の使用方法、活用方法等の内容を盛り

込んだ１０分以内の動画又は、音声や動画の入った PowerPoint を任意で掲載し、ニー

ズとシーズの交流を促進することとした。

●出展企業等一覧は、Ｗｅｂ交流プラットフォーム上で各障害分野別やフリーワードで

検索を可能とした。なお、動画はサーバー容量の都合上、YouTube のサイトへ移動して

動画の閲覧ができるようにした。

●Ｗｅｂ開催期間中には、常時配信動画を掲載し、支援機器開発の助成金事業の紹介の

視聴を可能とした。

●セミナー等の資料については、講演者より資料提供が可となったものについてダウン

ロード可とした。

●動画の実績は、出展企業 約８０本、障害当事者団体・開発支援機関 約１０本

（４）交流会開催後のフォローアップ

　担当職員による相談窓口を設置し、交流会開催後の成果を支援機器の開発に繋げるた
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交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバイス等の開発支援を行った。

具体的には、出展企業等から要望を個別に伺い、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。訪問及び状況に応じてオンライン会議を可とし、意見交

換会等への参加については、地域を限定しないこととした。 

成果については、協会ＨＰから各方面へ発信し、ニーズとシーズのマッチングを推進す

るとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとした。 

④ 動画の部屋の開設

動画の部屋では、交流会が終了した後も、期間内に実施された講演等をアーカイブ化し、
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４．実施結果

（１）企画委員会の開催結果

「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行い、より良い交

流会等の実現に向けた検討を行った。ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積極的

に交流に関与するとともに、多くの当事者の方々が交流会に参加いただけるよう呼びかけ

をお願いした。 

① 第１回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会

【日時】：令和７年８月２１日（木）１０：００～１１：３０

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室）

【実施内容】：

（実施計画）

（１）本事業の概要について

（２）出展者の募集及び選定状況について

（３）会場レイアウト（予定）について

（４）併催セミナーのプログラム（案）

（５）Ｗｅｂ交流プラットフォームの構築・運用

（交流の活性化方策）

（６）地域交流会の開催について

（７）交流会を活用したイベントの企画

（８）今後のスケジュール

② 第２回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会

【日時】：令和８年３月２日（月）１４：００～１５：３０

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室）

【実施内容】：

（報告事項）

（１）本事業の実施について

（２）実施結果の報告について

（検討事項）

（３）マッチング交流会を終えて（意見交換）

（２）出展者の募集から決定までのプロセス

① 企業等の募集について

募集は「出展要項」を作成のうえ、郵送又はホームページへの掲載を行い、周知を行っ

た。 
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② 企業等の募集

Ｇｏｏｇｌｅ Ｆｏｒｍを使用したＷｅｂ上での申し込み方法とした。

① 募集の期間

令和７年６月４日（水）～７月４日（金）１６時必着

② 周知の方法、周知先

・発送方法 ：郵送

・発送物  ：出展要項、交流会開催案内（開催チラシ） 

・発送数  ：１，３７０ヵ所 

主な送付先： 

〇過去の開発促進事業応募企業 

〇過去の交流会出展及び来場企業 

〇福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業（抽出） 

○高等専門学校

○都道府県中小企業支援センター

〇都道府県・政令市 報道機関、地方産業組織 等 

③ 出展企業の選定及び選定結果について

全８７社の応募があり、全者を決定した。選考にあたっての観点は以下のとおり。

（選考にあたっての観点） 

・障害者の活動や参加を支援する要素技術であるか

・交流会の目的及び要件に合致しているか、営業目的ではないか

・新規あるいは交流を踏まえて改良する意思があるか

・採択又は推薦があるか

ａ．出展機器の障害種別（東京会場） 

※事務局審査において、応募内容を確認し、障害種別を変更したものを含む。

障障害害種種別別  応応募募・・決決定定  

身体障害（肢体不自由） ４８ 

視覚障害（盲ろうを含む） ９ 

聴覚障害 １２ 

高次脳機能障害（失語症等） ２ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ３ 

精神障害（発達障害を含む） ２ 

その他 １１ 

合合計計  ８８７７  

－ 10 －



ｂ．各会場における出展者の決定（当事者団体、開発支援団体等を除く） 

会会場場  決決定定（（昨昨年年実実績績））  

東京会場 ８６（７７） 

ｃ．障害種別、分野、会場別の出展者数 

障障害害種種別別、、分分野野毎毎ののゾゾーーンン  
東東京京会会場場  

出出展展者者数数  

身体障害（肢体不自由） ４７ 

視覚障害（盲ろうを含む） ９ 

聴覚障害 １２ 

高次脳機能障害（失語症等） ２ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ３ 

精神障害（発達障害を含む） ２ 

その他 １１ 

障害当事者団体・開発支援団体等 １３ 

合合計計  ９９９９企企業業・・団団体体  

④ 出展者を対象とした説明会の実施

出展企業等を対象として、本事業の目的、出展要項の説明、交流会参加にあたってのお

願い等、オンライン説明会を実施した。なお、原則、出展者は参加を必須とし、参加でき

なかった企業には本説明会を録画した動画を視聴していただくこととした。 

〇出展企業等を対象にしたオンライン説明会 

【実施日】令和７年７月１７日（木）１３時３０分～ 

【内容】 

（報告、お願い事項） 

（１） ニーズ・シーズマッチング強化事業の概要について

（２） 出展企業等の募集要項

（３） 出展企業等の状況及び、会場レイアウト（予定）について

（４） Ｗｅｂ開催のイメージ

（５） 交流会参加にあたってのお願い

（お知らせ） 

（６） 地域交流会開催に伴う参加協力のお願い(佐賀・静岡)

（７） 就労支援プロジェクトについて【新規】

（８） 本交流会の周知について

⑤ 会場の展示方法

ブース間及び通路の幅を保ち、車椅子ユーザーでも十分に移動ができるようスペースを

設けることに配慮した。また、展示会場に併設していた、講演会場は別途、隣接する別会

－ 11 －

② 企業等の募集

Ｇｏｏｇｌｅ Ｆｏｒｍを使用したＷｅｂ上での申し込み方法とした。

① 募集の期間

令和７年６月４日（水）～７月４日（金）１６時必着

② 周知の方法、周知先

・発送方法 ：郵送

・発送物  ：出展要項、交流会開催案内（開催チラシ） 

・発送数  ：１，３７０ヵ所 

主な送付先： 

〇過去の開発促進事業応募企業 

〇過去の交流会出展及び来場企業 

〇福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業（抽出） 

○高等専門学校

○都道府県中小企業支援センター

〇都道府県・政令市 報道機関、地方産業組織 等 

③ 出展企業の選定及び選定結果について

全８７社の応募があり、全者を決定した。選考にあたっての観点は以下のとおり。

（選考にあたっての観点） 

・障害者の活動や参加を支援する要素技術であるか

・交流会の目的及び要件に合致しているか、営業目的ではないか

・新規あるいは交流を踏まえて改良する意思があるか

・採択又は推薦があるか

ａ．出展機器の障害種別（東京会場） 

※事務局審査において、応募内容を確認し、障害種別を変更したものを含む。

障障害害種種別別  応応募募・・決決定定  
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場を使用することとした。 

障害の分野ごとにゾーンを分け、当事者団体や支援団体を出展者が囲むようなレイアウ

トにし、出展者でもニーズ側とシーズ側が交流を図りやすい環境に努めた。

【障害分野ゾーン】 

Ａ.身体障害（肢体不自由）、Ｂ.視覚障害（盲ろうを含む）、Ｃ.聴覚障害 

Ｄ.高次脳機能障害（失語症等）、Ｅ.知的障害、Ｆ.精神障害（発達障害を含む）、 

Ｇ.その他、Ｘ.当事者団体 

【東京会場レイアウト】 

（３）交流会の周知

① 交流会専用ホームページの開設

【期 間】：令和７年５月２０日（月）～ 

【周知方法】：協会ホームページより、順次最新情報になるよう更新を行った。 

テクノエイド協会にアクセスすると、上部に交流会のバナーを表示させ、バ

ナーをクリックすると交流会専用サイトに移る仕組みとした。

【協会トップページ】 
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② 公式パンフレット及びチラシの作成、配布

本交流会開催の周知として公式パンフレット及びチラシを作成し、過去の来場者、障

害者団体、開発企業、職能団体、行政など約５５,,９９００００ヵヵ所所に送付した。 

【パンフレット】 

【期 間】：令和７年１１月上旬～ 

【周 知 方 法】：郵送、メール等 

【送 付 物】：公式パンフレット 

【主な送付先】： 

〇障害者団体、支援団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等） 

〇開発企業（過去の採択企業、ＴＡＩＳ登録企業、過去の交流会出展企業 等） 

〇行政（都道府県、市町村の障害主管課） 

〇過去の交流会一般来場者 

〇職能団体（都道府県のＰＴ協会、ＯＴ協会事務局、ＳＴ協会事務局） 

〇介護実習・普及センター、ＩＴサポートセンター 

〇全国の更生相談所、リハビリテーションセンター 

〇介護ロボット関連企業または施設 

〇義肢製作所、 

〇特別支援学校等 

〇報道機関 

〇その他（賛助会員、個人あて） 
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【関係団体への周知及び周知依頼】 

厚生労働省及び関係機関・団体の協力のもと、多くの団体等へ本交流会開催を周知した。 

主な周知先は以下のとおり。 

〇東京都福祉局障害者施策推進部：管内関係者へ周知のお願いを実施 

〇各都道府県 産業振興組織・機関：企業へ周知のお願いを実施 

〇日本作業療法士協会：会員向けＨＰに掲載 

〇静岡県作業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇佐賀県作業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇日本言語聴覚士協会：機関紙、ＨＰへの掲載 

〇独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）：イベントセミナーＨＰに掲載 

〇日本障害者リハビリテーション協会：会員へ周知のお願いを実施 

〇ＪＡＳＰＡ：会員へ周知のお願いを実施 

〇バリアフリー展：会員へメルマガの送信、Facebook、Ｘ（旧 TwＩＴter）へ掲載 

〇産経新聞・福祉新聞：開催情報を掲載 

③ ＳＮＳやプレスリリースを使った交流会の周知

出展者の決定後、協会アカウント「エックス」において、出展者及び出展機器の情報や

画像を交流会の開催まで継続的に投稿した。また、プレスリリースには、開催の案内や併

催イベントの紹介などを掲載し、１０回の投稿でＰＶ数は総計で４４,,８８００００程であった。 

その他、エックスの広告を活用するなど幅広く開催の周知を行った。 

【テクノエイド協会アカウントのＸ投稿】 

－ 14 －



【配信されたプレスリリースの記事 抜粋】 

（４）Ｗｅｂ開催及び会場開催のイベント内容

① Ｗｅｂ開催

【開催期間】：令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土）４ヵ月間

【会 場】：テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内

【内 容】：

・Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器等の紹介動画の発信

・問合せフォームを使用しての意見交換の実施

・セミナーの常時配信の実施、会場セミナーの資料掲載

本サイトは、掲載する情報量が多いため、タブ機能を使い、目的の内容を分けること

で情報が散在せず、コンパクトに視覚的にも操作性面でも使いやすいサイトとした。 

出展企業等や出展機器情報の掲載、問合せフォームからの意見交換、併催セミナーの

視聴、セミナー資料のダウンロードを可能にしたプラットフォームを構築した。

出展企業等や出展機器情報は、「カカテテゴゴリリーー」、「フフリリーーワワーードド」より検索を可能とし、

出展企業ごとに出展者のページを作成し、「問問合合せせフフォォーームム」を使って意見交換ができる

よう仕組みとした。本プラットフォームは、Ｗｅｂ開催開始日の令和７年１０月１日か

ら令和８年１月３１日までを公開期間とした。
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【交流会サイト トップ画面】 
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【Ｗｅｂ交流プラットフォーム画面】 
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【交流会サイト トップ画面】 
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【出展者ページ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問合せフォーム内からは、「機器について質問したい」、「資料が欲しい」、「詳細な説明が

聞きたい」、「その他」等から交流内容を選択し、出展者へ連絡することができる。 
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② 東京会場について 
【開催期間】：令和７年１２月１８日（木）～２０日（土） ３日間 
【時  間】：初日１３：００～１７：００／１０：００～１７：００ 

（最終日のみ１６:００） 
【会  場】：東京都立産業貿易センター浜松町館（３階展示室） 
【出展者数】：９９企業・団体 
【開催イベント内容】： 

・支援機器の展示・相談、デモンストレーション、意見交換の実施 
・会場内にて講演の実施、ワークショップ、シンポジウム 他 

 

【東京会場セミナーのプログラム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【東京会場 交流の様子】 
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【出展者ページ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問合せフォーム内からは、「機器について質問したい」、「資料が欲しい」、「詳細な説明が

聞きたい」、「その他」等から交流内容を選択し、出展者へ連絡することができる。 
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なお、Ｗｅｂ開催、会場開催で実施した講演等に関しては、動画にてアーカイブ化し、「動

画の部屋」に集約した。交流会が終了しても、動画の部屋より、各種講演の視聴を可能とし

た。 
【東京会場 交流の様子】 
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（５）交流会開催後のフォローアップの成果 
 〇相談窓口の設置 

    専任の担当者を配置し、常時ニーズ側及びシーズ側の問い合わせに応じて、相談に応じ

た。また、交流会会場に来場が可能であれば、会場にて関係する機器の紹介や当事者団体

などを紹介した。 

 

〇モニター評価等実施にあたっての支援・協力 

 協会では、障害者福祉の団体（支援団体や家族会等）、サービスを行う施設・事業所、病

院、リハセンター、サービスを所管する行政、その他、支援機器開発の評価等に協力いた

だける機関をニーズ側へ「モニター評価協力機関等」の募集を行った。 

開発企業をはじめとした、シーズ側からの要望（モニターを探している、評価を手伝っ

てほしい、ニーズを聞きたい等）をテクノエイド協会でお伺いし、モニター評価協力機関

等へ登録したニーズ側の団体へご案内し、協会が仲介役となりマッチングを推進する取り

組みを行った。なお、登録された機関は非公開とした。 

 

【マッチングのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【モニター評価協力機関等の登録画面】 
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なお、Ｗｅｂ開催、会場開催で実施した講演等に関しては、動画にてアーカイブ化し、「動

画の部屋」に集約した。交流会が終了しても、動画の部屋より、各種講演の視聴を可能とし

た。 
【東京会場 交流の様子】 
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〇動画の部屋 

動画の部屋では、交流会が終了しても、期間内に実施された講演等をアーカイブ化し、

期間外でも、常時視聴できる環境を設けた。 

今年度、東京会場で講演された１１２２件件の内容を取り纏め、動画として集約した。 

【動画の部屋】 

https://www.techno-aids.or.jp/gallery/list/?cat=5 

〇その他の成果 

フォローアップの成果として、専門官と連携を取り、本交流会に出展している企業等に

おいて、開発促進事業の応募につながっているかを確認した。 

その結果、令和８年度の応募において、７７社社がが開発促進事業へ応募していることがわか

った。交流会を通じて、開発促進事業との連携を確認できた。 

最新に差し替え 
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（６）ニーズとシーズの情報収集発信の結果 
① ニーズの情報発信 

交流会の企画委員でもある障害当事者団体・支援団体には、各会場へ出展いただき、ニ

ーズの発信及び出展者の交流を積極的に行った。また、Ｗｅｂ開催では一部の団体からイ

ンタビュー方式でニーズを取り纏めて頂いた動画を配信し、終了後は動画の部屋にて公開

している。 

 

② 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用 

ニーズとシーズのマッチングを効果的に実施するため、本システム「福祉用具ニーズ情

報収集・提供システム」を活用した。障害者、ご家族、介助者、開発企業より支援機器開発

に係る情報の収集、発信を行った。また、交流会開催のお知らせや助成金に係る助成制度

の発信もおこなっており、厚生労働省をはじめとした開発促進事業やＮＥＤＯやＮＩＣＴ

の助成金事業募集についても投稿する場を提供した。 

本システムは、平成２２年より協会にて運用しており、今年度はお知らせ等を含め、２２

６６件件の投稿があった。 

 

【福祉用具ニーズ情報収集・提供システム投稿件数】 

https://www7.techno-aids.or.jp/ 

令和７年４月～ 

令和８年１月末 

要望・課題 

アイディア等 

新製品 

技術 
お知らせ 合計 

投稿件数 
３３件件 

(４件) 

１１２２件件 

(４件) 

１１１１件件 

(２９件) 

２２６６件件 

(３７件) 

※()は昨年度の実績を示す 

  

【投稿画面】 
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〇動画の部屋 

動画の部屋では、交流会が終了しても、期間内に実施された講演等をアーカイブ化し、

期間外でも、常時視聴できる環境を設けた。 

今年度、東京会場で講演された１１２２件件の内容を取り纏め、動画として集約した。 

【動画の部屋】 

https://www.techno-aids.or.jp/gallery/list/?cat=5 

〇その他の成果 

フォローアップの成果として、専門官と連携を取り、本交流会に出展している企業等に

おいて、開発促進事業の応募につながっているかを確認した。 

その結果、令和８年度の応募において、７７社社がが開発促進事業へ応募していることがわか

った。交流会を通じて、開発促進事業との連携を確認できた。 

最新に差し替え 
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（７）開催結果及びアンケート結果 
① Ｗｅｂ開催の結果 

（令和８年１月３１日時点の集計結果） 

公公開開期期間間（（４４かか月月））アアククセセスス数数  
    令令和和７７年年１１００月月  １１日日（（火火））～～  

令令和和８８年年  １１月月３３１１日日（（水水））  

Ｗｅｂ交流プラットフォーム １１１１，，７７５５６６回 

 
② 会場開催（東京）の結果 
交流会専用サイトにて事前登録の実施を推奨とし、事前登録会場では、名刺や受付票に

記載してご来場いただいた。 
 

〇来場者数と内訳 ※()は昨年度の実績を示す 
  来来場場者者((使使うう人人・・作作るる人人))  出出展展者者  合合計計  

東京会場  ６６５５３３(５７０) ２２８８６６(２７１) ９９３３９９(８４１) 

 
○来場者の使う人、作る人の内訳 ※()は昨年度の実績を示す 
  来来場場者者  使使うう人人  来来場場者者  作作るる人人  合合計計  

東京会場  ３３６６５５(２６０) ２２８８８８(３１０) ６６５５３３(５７０) 

 
○出展者の使う人、作る人の内訳 ※()は昨年度の実績を示す 

  出出展展者者  使使うう人人  出出展展者者  作作るる人人  合合計計  

東京会場  ３３１１(３８) ２２５５５５(２３３) ２２８８６６(２７１) 

 
① 会場開催（東京）のアンケート結果 
a.来場者アンケート調査結果 
アンケートの回答件数と回収率 （Ｎ＝653）  

会会場場  回回答答件件数数  回回収収率率  

東京会場  ９９８８件件  １１５５．．００％％  

 
〇来場者アンケート回答者の属性 （Ｎ＝９８） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

障害当事者 １１３３  １１３３．．３３％％  

家族・支援者 ２２  ２２．．００％％  

施設・病院などの医療福祉従事者 ８８  ８８．．２２％％  

障害当事者団体 １１  １１．．００％％  

支援機器の供給事業者 ３３  ３３．．１１％％  

開発企業 １１００  １１００．．２２％％  

産業振興団体 ３３  ３３．．１１％％  

大学・研究機関 ３３６６  ３３６６．．７７％％  

行政 ２２  ２２．．００％％  
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その他 １１８８  １１８８．．４４％％  

無回答 ２２  ２２．．００％％  

合計 ９９８８  １１００００．．００％％  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
〇参加日数 
№№  選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

１ １日のみ ７７３３  ７７４４．．５５％％  

２ ２日間 ２２１１  ２２１１．．４４％％  

３ ３日間 ４４  ４４．．１１％％  
 

合計 ９９８８  １１００００．．００％％  

 
 
〇開催の情報収集元について（複数回答） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

協会からの郵送物／メール １１３３  １１３３．．３３％％  

協会のホームページ ９９  ９９．．２２％％  

協会ＳＮＳ（Xなど） １１  １１．．００％％  

バリアフリー展事務局からの案内 １１  １１．．００％％  

所属する障害団体からの案内 ３３  ３３．．１１％％  

経済振興団体からの案内 ２２  ２２．．００％％  

所属する職能団体からの案内 １１１１  １１１１．．２２％％  

自治体からの案内・広報誌など １１  １１．．００％％  

友人・知人からの紹介 １１３３  １１３３．．３３％％  

新聞・プレスリリースなどのネット記事 ３３  ３３．．１１％％  

その他 ４４５５  ４４５５．．９９％％  

※その他には、「メール」、「インターネット」、「バリアフリー展より」、「職場の案内」等。 
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（７）開催結果及びアンケート結果 
① Ｗｅｂ開催の結果 

（令和８年１月３１日時点の集計結果） 

公公開開期期間間（（４４かか月月））アアククセセスス数数  
    令令和和７７年年１１００月月  １１日日（（火火））～～  

令令和和８８年年  １１月月３３１１日日（（水水））  

Ｗｅｂ交流プラットフォーム １１１１，，７７５５６６回 

 
② 会場開催（東京）の結果 
交流会専用サイトにて事前登録の実施を推奨とし、事前登録会場では、名刺や受付票に

記載してご来場いただいた。 
 
〇来場者数と内訳 ※()は昨年度の実績を示す 
  来来場場者者((使使うう人人・・作作るる人人))  出出展展者者  合合計計  

東京会場  ６６５５３３(５７０) ２２８８６６(２７１) ９９３３９９(８４１) 

 
○来場者の使う人、作る人の内訳 ※()は昨年度の実績を示す 
  来来場場者者  使使うう人人  来来場場者者  作作るる人人  合合計計  

東京会場  ３３６６５５(２６０) ２２８８８８(３１０) ６６５５３３(５７０) 

 
○出展者の使う人、作る人の内訳 ※()は昨年度の実績を示す 

  出出展展者者  使使うう人人  出出展展者者  作作るる人人  合合計計  

東京会場  ３３１１(３８) ２２５５５５(２３３) ２２８８６６(２７１) 

 
① 会場開催（東京）のアンケート結果 
a.来場者アンケート調査結果 
アンケートの回答件数と回収率 （Ｎ＝653）  

会会場場  回回答答件件数数  回回収収率率  

東京会場  ９９８８件件  １１５５．．００％％  

 
〇来場者アンケート回答者の属性 （Ｎ＝９８） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

障害当事者 １１３３  １１３３．．３３％％  

家族・支援者 ２２  ２２．．００％％  

施設・病院などの医療福祉従事者 ８８  ８８．．２２％％  

障害当事者団体 １１  １１．．００％％  

支援機器の供給事業者 ３３  ３３．．１１％％  

開発企業 １１００  １１００．．２２％％  

産業振興団体 ３３  ３３．．１１％％  

大学・研究機関 ３３６６  ３３６６．．７７％％  

行政 ２２  ２２．．００％％  
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〇交流会来場の目的について（複数回答） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、 

企業に伝えたかった 
１１２２  １１２２．．２２％％  

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を 

行いたかった 
４４５５  ４４５５．．９９％％  

特定の企業または団体に対して直接伝えたい 

ことがあった 
９９  ９９．．２２％％  

普段困っていることについて相談したかった ８８  ８８．．２２％％  

その他 ３３６６  ３３６６．．７７％％  

無回答 ６６  ６６．．１１％％  

※その他には、「校外学習のため」「情報収集」、「開発の参考のため」、「ニーズ調査」等。 
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〇交流会の満足度について 
選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

大変満足している ６６４４  ６６５５．．３３％％  

ある程度満足している ２２７７  ２２７７．．６６％％  

どちらとも言えない ３３  ３３．．１１％％  

あまり満足していない ００  ００．．００％％  

全く満足していない ００  ００．．００％％  

無回答 ４４  ４４．．１１％％  

合計 ９９８８  １１００００．．００％％  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇来年も参加したいと思うか 
選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

ぜひ参加したい ４４１１  ４４１１．．８８％％  

参加したい ３３８８  ３３８８．．８８％％  

どちらともいえない １１５５  １１５５．．３３％％  

参加したくない ００  ００．．００％％  

全く参加したくない ００  ００．．００％％  

無回答 ４４  ４４．．１１％％  

合計 ９９８８  １１００００．．００％％  
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〇交流会来場の目的について（複数回答） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、 

企業に伝えたかった 
１１２２  １１２２．．２２％％  

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を 

行いたかった 
４４５５  ４４５５．．９９％％  

特定の企業または団体に対して直接伝えたい 

ことがあった 
９９  ９９．．２２％％  

普段困っていることについて相談したかった ８８  ８８．．２２％％  

その他 ３３６６  ３３６６．．７７％％  

無回答 ６６  ６６．．１１％％  

※その他には、「校外学習のため」「情報収集」、「開発の参考のため」、「ニーズ調査」等。 
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ｂ.来場者アンケート調査結果 自由記述 
〇来場者アンケート『どのような交流ができたか』（自由記述） ※一部のみ抜粋 

 様々な障害のあるかたに向けた支援機器を開発している方と普段できないような貴

重な交流ができた。 
 障害を持つ方がどの様な物をつかって生活しているのかを知れたのと、開発の進み

方などを知れた。 

 実際の生活場面における困難とそれを解決するための新しい視点を知ることができ

た。 

 今まで考えたことがなかったアイデアや機具があり、知ることができた。 

 機器の間質や目的を話し合う事が出来た。 

 物を見て話をすることで作る人との交流が図れた。 
 知りたかったことを知れてよかった。体験できる場所を設けてくれたおかげで、使

用したいと思えた。生活の中で、安心して人と交流できるようにしたいと思ってい

たので、すごくうれしい。  

 

ｃ.出展者アンケート調査結果 

【基本情報】 

〇過去の参加状況について（Ｎ＝９５） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

過去全て参加している １１００  １１００．．５５％％  

過去５度以上参加している １１４４  １１４４．．７７％％  

過去４度参加している ５５  ５５．．３３％％  

過去３度参加している １１８８  １１８８．．９９％％  

過去２度参加している ８８  ８８．．４４％％  

過去１度のみ参加している １１１１  １１１１．．６６％％  

今回初めて参加した ２２９９  ３３００．．５５％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  
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〇過去の交流会について、その後の機器開発や団体の活動において有意義な交流が 

できたか（Ｎ＝８２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇交流会参加を通して「障害者自立支援機器等開発促進事業」など、国の開発補助 

事業に応募してみたいと思ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

大変参考になった ４４６６  ５５６６．．１１％％  

ある程度参考になった ３３００  ３３６６．．６６％％  

どちらともいえない ６６  ７７．．３３％％  

あまり参考にならなかった ００  ００．．００％％  

参考にならなかった ００  ００．．００％％  

合計 ８８２２  １１００００．．００％％  

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

ぜひ応募したい（応募を検討したい） ２２８８  ２２９９．．５５％％  

応募してみたい（応募を検討してみたい） ３３２２  ３３３３．．７７％％  

どちらともいえない ３３３３  ３３４４．．７７％％  

補助事業に関心はない ２２  ２２．．１１％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

－ 29 －

ｂ.来場者アンケート調査結果 自由記述 
〇来場者アンケート『どのような交流ができたか』（自由記述） ※一部のみ抜粋 

 様々な障害のあるかたに向けた支援機器を開発している方と普段できないような貴

重な交流ができた。 
 障害を持つ方がどの様な物をつかって生活しているのかを知れたのと、開発の進み

方などを知れた。 

 実際の生活場面における困難とそれを解決するための新しい視点を知ることができ

た。 

 今まで考えたことがなかったアイデアや機具があり、知ることができた。 

 機器の間質や目的を話し合う事が出来た。 

 物を見て話をすることで作る人との交流が図れた。 
 知りたかったことを知れてよかった。体験できる場所を設けてくれたおかげで、使

用したいと思えた。生活の中で、安心して人と交流できるようにしたいと思ってい

たので、すごくうれしい。  

 

ｃ.出展者アンケート調査結果 

【基本情報】 

〇過去の参加状況について（Ｎ＝９５） 

選選択択肢肢  件件数数  割割合合  

過去全て参加している １１００  １１００．．５５％％  

過去５度以上参加している １１４４  １１４４．．７７％％  

過去４度参加している ５５  ５５．．３３％％  

過去３度参加している １１８８  １１８８．．９９％％  

過去２度参加している ８８  ８８．．４４％％  

過去１度のみ参加している １１１１  １１１１．．６６％％  

今回初めて参加した ２２９９  ３３００．．５５％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  
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【来場者との交流について】 

〇交流を行った概ねの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇交流の具体的な内容（複数選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

２０人未満 １１００  １１００．．５５％％  

２０人～５０人未満 ４４００  ４４２２．．１１％％  

５０人～１００人未満 ３３１１  ３３２２．．６６％％  

１００人以上 １１４４  １１４４．．７７％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

機器に対する要望や改善点が聞けた ６６２２  ６６５５．．３３％％  

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた ６６３３  ６６６６．．３３％％  

今後の具体的な開発協力や連携に関して話ができた ４４２２  ４４４４．．２２％％  

自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた ５５７７  ６６００．．００％％  

その他 ４４  ４４．．２２％％  
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【運営・交流会全般】 

〇交流会の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇会場の立地や利便性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

大変満足している ４４６６  ４４８８．．４４％％  

ある程度満足している ４４２２  ４４４４．．２２％％  

どちらとも言えない ７７  ７７．．４４％％  

あまり満足していない ００  ００．．００％％  

全く満足していない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

大変満足している ６６２２  ６６５５．．３３％％  

ある程度満足している ２２９９  ３３００．．５５％％  

どちらとも言えない ３３  ３３．．２２％％  

あまり満足していない １１  １１．．１１％％  

全く満足していない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  
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【来場者との交流について】 

〇交流を行った概ねの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇交流の具体的な内容（複数選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

２０人未満 １１００  １１００．．５５％％  

２０人～５０人未満 ４４００  ４４２２．．１１％％  

５０人～１００人未満 ３３１１  ３３２２．．６６％％  

１００人以上 １１４４  １１４４．．７７％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

機器に対する要望や改善点が聞けた ６６２２  ６６５５．．３３％％  

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた ６６３３  ６６６６．．３３％％  

今後の具体的な開発協力や連携に関して話ができた ４４２２  ４４４４．．２２％％  

自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた ５５７７  ６６００．．００％％  

その他 ４４  ４４．．２２％％  
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〇展示ブースの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇来年の出展について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

大変満足している ４４７７  ４４９９．．５５％％  

ある程度満足している ３３８８  ４４００．．００％％  

どちらとも言えない ８８  ８８．．４４％％  

あまり満足していない ２２  ２２．．１１％％  

全く満足していない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

ぜひ出展したい ５５８８  ６６１１．．１１％％  

出展したい ２２６６  ２２７７．．４４％％  

どちらとも言えない １１００  １１００．．５５％％  

出展したくない １１  １１．．１１％％  

全く出展したくない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  
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〇東京以外の地域での開催を希望するか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇開催を希望する地域（複数選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

希望する ３３６６  ３３７７．．９９％％  

どちらでもない ３３２２  ３３３３．．７７％％  

希望しない ２２７７  ２２８８．．４４％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

北海道・東北 １１１１  ３３００．．６６％％  

関東 ９９  ２２５５．．００％％  

北陸信越 ３３  ８８．．３３％％  

中部 ８８  ２２２２．．２２％％  

近畿 ２２３３  ６６３３．．９９％％  

中国 ３３  ８８．．３３％％  

四国 ３３  ８８．．３３％％  

九州・沖縄 １１３３  ３３６６．．１１％％  
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〇展示ブースの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇来年の出展について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 件件数数 割割合合 

大変満足している ４４７７  ４４９９．．５５％％  

ある程度満足している ３３８８  ４４００．．００％％  

どちらとも言えない ８８  ８８．．４４％％  

あまり満足していない ２２  ２２．．１１％％  

全く満足していない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  

選択肢 件件数数 割割合合 

ぜひ出展したい ５５８８  ６６１１．．１１％％  

出展したい ２２６６  ２２７７．．４４％％  

どちらとも言えない １１００  １１００．．５５％％  

出展したくない １１  １１．．１１％％  

全く出展したくない ００  ００．．００％％  

合計 ９９５５  １１００００．．００％％  
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ｄ.出展者アンケート調査結果 自由記述 

○『どのような交流ができたか』 自由記述 ※一部のみ抜粋 
・製品の販売先について、提案をいただけた。 

・知らなかった制度や今後の展開方法など親身に教えてくださる方が多く大変参考になった。 

・相談者の活動及び当連合の活動について情報交換を行い、今後の連携について依頼があっ

た。 

・福祉用具展示場への展示依頼などがあった。 

・出展したアプリの紹介を通して，認知の拡大につながった。ＩＣＴサポートセンターのホ

ームページで、当アプリを紹介していただいた。 

・同業他社の方と、今後協力できるようにコネクションができた。開発案件のアドバイスや

要望などのヒアリングができた。 

・他の出品者とのコラボの話や弊社の商品を取り扱いたいと見学企業からの要望があった。 

・現在販売中の商品を改良してほしいとの具体的な要望を聞くことが出来、大変良かった。 

探していた材料メーカーと知り合うことが出来た。 
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５．考察・結論

 本事業における「ニーズ・シーズマッチング交流会」は、障害当事者や支援者のニーズと、

企業や研究機関等が有する技術・製品（シーズ）を結びつけることを目的として、Ｗｅｂと

会場の両方で開催した。企画の段階から当事者団体や支援団体を委員会に参画させることで、

実際のニーズを反映した交流の場づくりが進められた点は、本事業の大きな特徴である。 

出展者の募集にあたっては、過去の出展企業や関連団体、行政機関、教育機関など、全国

１，３７０ヵ所への郵送やＷｅｂサイトでの情報発信を通じて広く周知できた。その結果、

８７社からの応募があり、８６社の企業が出展者として決定した。選定にあたっては、障害

者の活動や参加を支援する技術であるか、営業目的に偏っていないか、改良の意欲があるか

など、交流会の趣旨に即した観点から審査を行った。 

展示内容は、身体障害、視覚障害、聴覚障害、高次脳機能障害、知的障害、精神障害、その

他の分野にわたり、幅広い障害種別に対応する支援機器が出展した。特に東京会場では、９

９の企業・団体が出展し、障害分野ごとにゾーンを分けたレイアウトを採用することで、来

場者が自身の関心やニーズに応じて効率的に情報収集・交流を行えるよう工夫した。 

また、車椅子利用者への配慮として、通路幅の確保や講演会場の分離など、バリアフリー

な環境整備も考慮した。 

さらに、Ｗｅｂ開催を組み合わせたハイブリッド形式は、情報アクセスの幅を大きく広げ

た。４か月間で１１，７５６回のアクセスがあったことからも、オンライン環境が情報提供

の補完として有効に機能したことがわかる。タブ機能による情報整理、出展者ページの設置、

問合せフォームによる意見交換など、オンライン上でも交流が生まれる仕組みが整備されて

おり、会場参加が難しい層にも情報が届く環境の構築に努めた。 

来場者アンケートでは、「大変満足している」６５．３％、「ある程度満足している」２７．

６％と、極めて高い満足度が示された。自由記述では、生活場面における困難の理解や開発

者との直接対話を通じた新たな視点の獲得など、交流の質的な深まりを示す意見が多く寄せ

られた。  

出展者アンケートでも同様に満足度が高く、交流人数も５０人以上が半数近くを占めるな

ど、活発なコミュニケーションが行われていた。要望・改善点の収集、日常の困りごとの共

有、開発協力の相談など、実際の開発プロセスに直結する成果が得られており、交流会が単

なる展示の場ではなく、実質的な協働の起点となっていたことがうかがえる。 

特に注目すべきは、国の開発補助事業への応募意向が６割以上に達し、翌年度には７社が

実際に応募した点である。これは、交流会が開発企業にとって新たな事業展開や技術開発の

契機となり、政策的な支援制度との接続点として機能していることを示している。 

さらに、開催後のフォローアップとして、相談窓口の設置やモニター評価協力機関とのマ

ッチング支援、動画アーカイブの整備など、交流の継続性を担保する仕組みが整備された点

も評価できる。特に、モニター評価の支援は、開発企業にとって製品の実用性を高める貴重

な機会となり、実際に本交流会を通じて開発促進事業への応募につながった事例も確認され

ている。 
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ｄ.出展者アンケート調査結果 自由記述 

○『どのような交流ができたか』 自由記述 ※一部のみ抜粋 
・製品の販売先について、提案をいただけた。 

・知らなかった制度や今後の展開方法など親身に教えてくださる方が多く大変参考になった。 

・相談者の活動及び当連合の活動について情報交換を行い、今後の連携について依頼があっ

た。 

・福祉用具展示場への展示依頼などがあった。 

・出展したアプリの紹介を通して，認知の拡大につながった。ＩＣＴサポートセンターのホ

ームページで、当アプリを紹介していただいた。 

・同業他社の方と、今後協力できるようにコネクションができた。開発案件のアドバイスや

要望などのヒアリングができた。 

・他の出品者とのコラボの話や弊社の商品を取り扱いたいと見学企業からの要望があった。 

・現在販売中の商品を改良してほしいとの具体的な要望を聞くことが出来、大変良かった。 

探していた材料メーカーと知り合うことが出来た。 
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また、ニーズ情報の発信においては、当事者団体による出展やインタビュー動画の配信、

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用など、多様な手法を用いた。これにより、開

発企業がより具体的な課題や要望に触れる機会が増え、今後の製品開発に向けたヒントを得

ることができたと考えられる。 

 

以上のことから、本交流会は、障害当事者のニーズと開発企業等のシーズをつなぐ実効性

の高い取り組みとして、一定の成果を上げたと評価できる。今後は、さらに交流の質を高め

るために、当事者の声を反映した企画の深化や、マッチング後の支援体制の強化、Ｗｅｂプ

ラットフォームの機能向上など、継続的な改善が求められる。これらの取り組みを通じて、

より多くの関係者が参画し、福祉機器の開発と普及が一層促進されることが期待される。 
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Ⅱ．支援機器普及啓発促進事業 
１．背景 
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及び提供する仕組みを設けることも目的とすることとした。 
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３．実施内容 

（１）支援機器の開発・普及に関する情報集約 
支援機器の開発・普及に係る連携協力機関を通じて、支援機器の開発や普及促進に係る

好事例等の情報を集約した。 

また、当協会にて運用している「障害者自立支援機器情報システム」を改良し、製品化さ

れた支援機器の特徴や使い方等の情報を障害者や支援者・家族等に広く情報発信し、適切

かつ効果的な利用を促進することとした。 

事業イメージ 
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（２）連携協力機関との情報連携・利用促進 
厚労科研事業（モデル拠点の構築）と連携して、連携協力機関の連携ネットワークを構

築することとした。 

連携協力機関では、障害者等を取り巻く支援者等の相談も受け、対応していたところで

あるが、そのニーズや相談内容は多岐にわたっていたことから、地域の連携協力機関のみ

では解決が困難な場合も想定された。本事業では、連携協力機関だけでなく、支援機器に

係る障害者を支援する機関等（以下、関連機関とする）も対象とし、自立支援機器に関わる

ネットワークを強固なものにすることとした。 

また、交流会の場を活用して、「連携協力機関等を対象とした事例報告会」を開催し、開

発企業や地域の関連機関等を交えて、意見交換・情報共有、開発・普及に向けた研究討議を

行うこととした。 

加えて、その結果を協会ホームページに集約し、情報提供することで各地域における支

援機器の開発・普及をより一層推進した。一方、当協会は連携協力機関の中央機関的な役

割を果たすこととした。 

 

（想定する連携協力機関）※）厚労科研において検討されている機関等、厚労省と連携して情報共有した。 

・障害者自立（いきいき）支援機器普及アンテナ事業の実施機関 

・リハビリテーションセンター 

・介護実習普及センター 

・ＩＣＴサポートセンター 

・開発及び普及啓発に係るＮＰＯ団体 

・支援機器供給事業所 等 

 

（想定する地域の関連機関） 

・市区町村 ・更生相談所 ・医療機関、リハビリテーションセンター 

・障害者施設、居宅サービス事業者 ・高齢者施設 など 

 

参考）支援機器の開発・普及に関する取り組み 
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３．実施内容 

（１）支援機器の開発・普及に関する情報集約 
支援機器の開発・普及に係る連携協力機関を通じて、支援機器の開発や普及促進に係る

好事例等の情報を集約した。 

また、当協会にて運用している「障害者自立支援機器情報システム」を改良し、製品化さ

れた支援機器の特徴や使い方等の情報を障害者や支援者・家族等に広く情報発信し、適切

かつ効果的な利用を促進することとした。 

事業イメージ 
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① 支援協力体制 
  連携協力機関より、要請があった場合には、支援機器の開発・普及に関する知見を持っ

た専門家の派遣を検討するほか、連携協力機関の担当係員への助言を行った。 

 

② 連携協力機関等を対象とした事例報告会の開催 
  ニーズ・シーズマッチング交流会の場を活用して、「連携協力機関等を対象とした事例報

告会」を開催し、開発企業や地域の関連機関等を交えて、意見交換・情報共有、開発・普及

に向けた討議を行った。 

  開催は会場開催に合わせ、シンポジウム形式を予定した。 

具体的には、連携協力機関より好事例等の取り組みについて発表を行い、各事案につい

て意見交換できる場とし、一般の来場者も参加・聴講できることとした。 

また、報告会の内容は、録画しリアルタイムで視聴できなかった人・機関に対しても、ア

ーカイブ化をして見逃し視聴ができるようにした。 

 

（３）地域交流会の実施 
地域の課題に対して、様々な関係者が連携して地域の実情に応じた支援機器開発及び普

及のための活動を促進することを目的とする、「ニーズ・シーズマッチング地域交流会」、

通称「ＡＴＡ(The Association for Technical Aids)サテライト」を企画・開催した。 

ＡＴＡサテライトでは、地域の障害者と支援者・家族をはじめ、産業振興団体や開発企

業等が参集し、障害者が置かれている状況等を共有化し、支援機器の開発普及の促進を図

るための方策を検討することとした。 

もって、地域交流会の開催を契機に支援機器の開発及び普及促進のための体制基盤がで

きた地域には、連携協力機関としての登録を促すこととした。 

 

① 開催場所の選定、実施体制 
地域交流会は、地域の課題に対して、様々な関係者が連携して地域の実情に応じた支援

機器開発及び普及のための活動を促進することを目的とした。 

開催地は、全国的に偏りのないように配慮することとし、２会場、原則１日間とした。

（開催地は採択後、地域の自治体や有識者と相談のうえ決定） 

なお、開催にあたっては、地域の支援機器の有識者等からなる座長を設置し、進行は座

長が中心に行い、当協会は座長のフォローをすることとした。 

 

② 開催の周知、主な参加者等 
地域交流会の開催方法等については、以下に示す。 

 

（参加者募集の周知） 

専用ＨＰにＡＴＡサテライトの開催を案内・周知するとともに、開催地の行政・関係者

等にも周知を依頼した。 
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（参加者の属性） 

様々な立場や職種の方々にご参加いただき、会が活性化するよう、地域の支援機器に係

るニーズ・シーズの関係者、障害福祉課や産業振興課といった支援機器開発・普及に係る

関係者にご参加いただいた。（但し、参加者は地域の在住者に限定しないこととした。） 

 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害

者の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、

大学・研究機関 等 

 

（内容及び実施方法） 

 地域の障害者と家族・介護者をはじめ、産業振興団体や開発企業等が参集し、障害者が

抱えている課題を共有化し、支援機器の開発・普及の可能性等について研究討議した。 

 本交流会を通じて、地域における支援機器の開発・普及を促進するための支援体制の構

築を図ることとした。 

 もって、地域交流会の開催を契機に、支援機器の開発及び普及促進のための体制基盤が

でき始めた地域には、先に記述した連携協力機関として登録するよう積極的に促した。 

 

（開催内容） 

・参加者の自己紹介 

・目的の共有化 

・障害者が抱えている課題の共有 

・支援機器の開発・利活用の可能性を探る 

・地域における開発・普及、支援体制の在り方に関する研究討議 

・連携協力機関としての検討 

 

③ 実施成果の周知等 
ＡＴＡサテライトの成果については、協会に設置した「自立支援機器情報ネットワーク

（ＨＰ）」において、インターネットやＳＮＳ、プレスリリース等を活用して広く周知した。 

連携協力機関としての事業を継続し、協会がフォローを行いながら他地域との連携を推

進することとした。 

また、交流会の場を活用して、成果報告を全国へ配信することとした。 
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４．実施結果 

（１）連携協力機関の募集・登録結果 
① 連携協力機関の募集 

厚労科研事業と連携し、厚労科研において検討されている支援機器に係るモデル拠点の考え

方、並びに本事業の趣旨・目的について理解を得た上で、障害者自立支援機器の開発及び普及に

関する地域の拠点として、自治体や関係機関からの賛同が得られる機関を募集した。 

 

想定した連携協力機関は以下の通りである。 

・障害者自立（いきいき）支援機器普及アンテナ事業の実施機関（地活事業にて実施）  

・リハビリテーションセンター  

・介護実習・普及センター  

・ＩＣＴサポートセンター 

・支援機器の開発及び普及啓発に係るＮＰＯ法人や団体、機関  

・支援機器の供給事業所 等  

 

【連携協力機関のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、連携協力機関の求められる具体的は役割及び取組みは以下の事項を想定した。 

 

 障障害害者者等等のの支支援援機機器器にに関関すするる相相談談窓窓口口をを設設置置すするるこことと。。  

 障障害害者者等等がが生生活活上上でで使使ええるるよよううなな支支援援機機器器のの適適合合調調整整ががででききるるこことと。。  

 障障害害者者等等ののたためめのの支支援援機機器器のの展展示示及及びび貸貸出出をを行行ううこことと。。  

 地地域域のの関関係係各各所所とと連連携携しし、、障障害害者者のの状状況況にに応応じじたた段段階階的的かかつつ重重層層的的なな支支援援をを行行ううこことと。。  

 支支援援機機器器のの普普及及及及びび開開発発にに関関連連すするる研研修修等等をを実実施施すするるこことと。。  

 地地域域特特有有のの潜潜在在ニニーーズズのの発発掘掘並並びびにに支支援援機機器器使使用用にによよるる改改良良点点等等をを開開発発機機関関ににフフィィーー

ドドババッッククすするるななどど新新たたなな支支援援機機器器のの開開発発ににつつななげげるるこことと。。  

 

厚労科研事業と連携し、「障害者自立（いきいき）支援機器普及アンテナ事業の実施事業

者」及び「支援機器モデル拠点候補機関」が参加する拠点会議にて本事業の説明及び連携協

力機関の募集について説明を行った。 
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② 連携協力機関の登録結果 
  事務局審査を経て、以下の７機関が連携協力機関として登録した。 

 

【障害者自立支援機器にかかわる連携協力機関 ７機関一覧】 

  実実施施地地域域  支支援援区区分分  実実施施団団体体名名  

1 横浜市 
開発支援 
普及支援 

横浜市リハビリテーション事業団 
横浜市総合リハビリテーションセンター         

2 
石川県 

(アンテナ事業) 

開発支援 
普及支援 

石川県リハビリテーションセンター 

3 
名古屋市 

(アンテナ事業) 
開発支援 
普及支援 

社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 
（なごや福祉用具プラザ） 

4 和歌山県 普及支援 株式会社アシテック・オコ 

5 香川県 普及支援 
社会福祉法人かがわ総合リハビリテーション事業団   
地域生活支援部 地域交流科  

6 愛媛県 普及支援 公益社団法人愛媛県作業療法士会 

7 鹿児島県 普及支援 一般社団法人鹿児島県作業療法士協会            

 

（２）連携協力機関との連携強化 
① 連携協力機関事務打合せ会の開催 
 連携協力機関の登録後、当該機関の担当者を対象とした事務打合せ会をオンラインにて開

催した。本会議では、各機関における障害者自立支援機器に関する実施体制や組織の特性、

地域の関連機関との連携状況、当該年度の取組状況、業務上の課題およびその対応方策等に

ついて情報共有を行った。 

あわせて、連携協力機関間のネットワーク構築を図る機会とした。 

 

〇第１回 連携協力機関事務打合せ会 
【日時】：令和７年９月１日（月）、２日（火）１４時００分より（２時間程度） 
【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室） 
【実施内容】： 
 （報告事項） 

（１）障害者自立支援機器等開発促進事業（厚労省資料） 

（２）自立支援機器にかかわる連携協力機関について 

（情報共有） 

（３）連携協力機関への応募について 

・担当者より概要説明（各５分程度） 

横浜市、名古屋市、石川県、和歌山県、香川県、愛媛県、鹿児島県 

（検討事項） 

（４）活動報告の様式（案）について 

（５）支援機器の試用貸出の希望について 

（６） 連携協力機関等を対象とした事例報告会の開催 
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４．実施結果 

（１）連携協力機関の募集・登録結果 
① 連携協力機関の募集 

厚労科研事業と連携し、厚労科研において検討されている支援機器に係るモデル拠点の考え

方、並びに本事業の趣旨・目的について理解を得た上で、障害者自立支援機器の開発及び普及に

関する地域の拠点として、自治体や関係機関からの賛同が得られる機関を募集した。 

 

想定した連携協力機関は以下の通りである。 

・障害者自立（いきいき）支援機器普及アンテナ事業の実施機関（地活事業にて実施）  

・リハビリテーションセンター  

・介護実習・普及センター  

・ＩＣＴサポートセンター 

・支援機器の開発及び普及啓発に係るＮＰＯ法人や団体、機関  

・支援機器の供給事業所 等  

 

【連携協力機関のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、連携協力機関の求められる具体的は役割及び取組みは以下の事項を想定した。 

 

 障障害害者者等等のの支支援援機機器器にに関関すするる相相談談窓窓口口をを設設置置すするるこことと。。  

 障障害害者者等等がが生生活活上上でで使使ええるるよよううなな支支援援機機器器のの適適合合調調整整ががででききるるこことと。。  

 障障害害者者等等ののたためめのの支支援援機機器器のの展展示示及及びび貸貸出出をを行行ううこことと。。  

 地地域域のの関関係係各各所所とと連連携携しし、、障障害害者者のの状状況況にに応応じじたた段段階階的的かかつつ重重層層的的なな支支援援をを行行ううこことと。。  

 支支援援機機器器のの普普及及及及びび開開発発にに関関連連すするる研研修修等等をを実実施施すするるこことと。。  

 地地域域特特有有のの潜潜在在ニニーーズズのの発発掘掘並並びびにに支支援援機機器器使使用用にによよるる改改良良点点等等をを開開発発機機関関ににフフィィーー

ドドババッッククすするるななどど新新たたなな支支援援機機器器のの開開発発ににつつななげげるるこことと。。  

 

厚労科研事業と連携し、「障害者自立（いきいき）支援機器普及アンテナ事業の実施事業

者」及び「支援機器モデル拠点候補機関」が参加する拠点会議にて本事業の説明及び連携協

力機関の募集について説明を行った。 
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② 厚労科研事業との連携及び会議への参加 
令和５～７年度に実施された厚労科研事業「支援機器の開発・普及のためのモデル拠点構

築に資する研究」が最終年度を迎えるにあたり、当協会はモデル拠点構築会議等に参加した。

各機関の実施体制や組織の特性、今年度の取組状況、業務上の課題と対応策について、情報

収集と共有を行った。 

 

〇第３回 事務局会議 

【日時】：令和７年６月９日（月）１３時００分～１５時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会の進捗状況 

・佐賀県の訪問報告と今後の予定 

・事例収集について 

・モデル拠点構築委員会について 

・情報プラットフォームについて 

・各プログラム（人材育成・選定導入・モニター評価）の試行について 

 

 

〇第１回モデル拠点構築委員会 

【日時】：令和７年６月１７日（火）１０時００分～１１時４５分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・昨年度の成果報告と今年度の予定 

・情報プラットフォームの紹介 

・愛媛県支援機器つながる連絡会について 

・障害者自立支援機器開発・普及啓発促進事業について 

・公益財団法人テクノエイド協会事業説明 

・事例収集について 

 

 

 〇第４回 事務局会議 

【日時】：令和７年８月５日（火）１６時２０分～１７時３０分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会について 

・佐賀県の訪問報告と今後の予定 

・鹿児島県の訪問報告と今後の予定 

・事例収集について 

・支援機器普及啓発促進事業について 

・情報プラットフォームについて 

・第２回モデル構築委員会について 
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〇第５回 事務局会議 

【日時】：令和７年９月２２日（月）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会について 

・佐賀県ニーズ・シーズマッチング地域交流会について 

・鹿児島県の連絡会について 

・事例収集について 

・支援機器普及啓発促進事業（テクノエイド事業）について 

・第２回モデル拠点構築委員会について 

 

 

 

〇第６回 事務局会議 

【日時】：令和７年１０月２９日（水）１６時００分～１６時５０分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会について 

・佐賀県ニーズ・シーズマッチング地域交流会について 

・鹿児島県の連絡会について 

・静岡県ニーズ・シーズマッチング地域交流会について 

・テクノ事業と新たな拠点の検討について 

・第 2 回モデル拠点構築委員会について 

 

 

 

〇第７回 事務局会議 

【日時】：令和７年１１月１８日（火）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・第２回モデル拠点構築委員会について 

・鹿児島県の連絡会について 

・愛媛つながる連絡会について 

・新たな拠点候補（北海道、新潟、広島）について 

・事例の収集について 

・報告書（分担）のタイムスケジュール 
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② 厚労科研事業との連携及び会議への参加 
令和５～７年度に実施された厚労科研事業「支援機器の開発・普及のためのモデル拠点構

築に資する研究」が最終年度を迎えるにあたり、当協会はモデル拠点構築会議等に参加した。

各機関の実施体制や組織の特性、今年度の取組状況、業務上の課題と対応策について、情報

収集と共有を行った。 

 

〇第３回 事務局会議 

【日時】：令和７年６月９日（月）１３時００分～１５時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会の進捗状況 

・佐賀県の訪問報告と今後の予定 

・事例収集について 

・モデル拠点構築委員会について 

・情報プラットフォームについて 

・各プログラム（人材育成・選定導入・モニター評価）の試行について 

 

 

〇第１回モデル拠点構築委員会 

【日時】：令和７年６月１７日（火）１０時００分～１１時４５分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・昨年度の成果報告と今年度の予定 

・情報プラットフォームの紹介 

・愛媛県支援機器つながる連絡会について 

・障害者自立支援機器開発・普及啓発促進事業について 

・公益財団法人テクノエイド協会事業説明 

・事例収集について 

 

 

 〇第４回 事務局会議 

【日時】：令和７年８月５日（火）１６時２０分～１７時３０分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛県つながる連絡会について 

・佐賀県の訪問報告と今後の予定 

・鹿児島県の訪問報告と今後の予定 

・事例収集について 

・支援機器普及啓発促進事業について 

・情報プラットフォームについて 

・第２回モデル構築委員会について 

－ 44 －



〇第２回モデル拠点構築委員会 

【日時】：令和７年１２月２０日（土）１０時００分～１２時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・支援機器モデル拠点づくりについて 

・障害者自立支援機器開発・普及啓発促進事業について 

・モデル拠点で活用する情報プラットフォームについて 

・モデル拠点で実施する活動コンテンツについて 

・事例収集について 

 

 

〇第８回 事務局会議 

【日時】：令和８年１月１４日（水）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛、佐賀、鹿児島の状況について 

・新たな拠点候補（北海道、岡山、新潟、北九州）について 

・事例の収集について 

・他の研究班の状況について 

・報告書について 

 

 

〇第９回 事務局会議 

【日時】：令和８年２月２５日（水）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛、佐賀、鹿児島の状況について 

・新たな拠点候補（北海道、岡山、新潟、北九州）について 

・他の研究班の状況 

ついて 
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③ 支援機器プラットフォーム及び支援ネットワークページ等の開設 
支援機器の普及啓発及び利活用の促進を目的として、「障害者のための支援機器情報プラッ

トフォーム」を新たに開設し、情報発信を行った。 

 

【協会トップ画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プラットフォームにおいては、開発企業及び支援機器に関する情報提供をはじめ、マッ

チング支援、事例紹介、動画配信、地域交流会の成果発信、モニター評価機関の募集等を実

施した。 

また、各種関連事業との連携を図り、支援機器の開発及び普及に資する情報を一元的に集

約し、関係者に対して分かりやすく提供することにより、当該機器の開発及び普及の促進に

努めた。 

さらに、連携協力機関の関係者が、支援機器の開発及び活用に係る活動状況や課題等につい

てＷｅｂ上で情報交換を行うことができるよう、情報共有サイトを開設した。（※当該サイ

トの利用は連携協力機関の関係者に限るものとした。）  
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〇第２回モデル拠点構築委員会 

【日時】：令和７年１２月２０日（土）１０時００分～１２時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・支援機器モデル拠点づくりについて 

・障害者自立支援機器開発・普及啓発促進事業について 

・モデル拠点で活用する情報プラットフォームについて 

・モデル拠点で実施する活動コンテンツについて 

・事例収集について 

 

 

〇第８回 事務局会議 

【日時】：令和８年１月１４日（水）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛、佐賀、鹿児島の状況について 

・新たな拠点候補（北海道、岡山、新潟、北九州）について 

・事例の収集について 

・他の研究班の状況について 

・報告書について 

 

 

〇第９回 事務局会議 

【日時】：令和８年２月２５日（水）１６時００分～１７時００分 
【場所】：オンライン開催 
【実施内容】： 

  ・愛媛、佐賀、鹿児島の状況について 

・新たな拠点候補（北海道、岡山、新潟、北九州）について 

・他の研究班の状況 

ついて 
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【支援ネットワークのページ】 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携協力機関の活動状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 48 －



 

【情報共有サイト】  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④ 製品化された支援機器に係るデータベースの構築 
当協会では「障害者自立支援機器情報システム」を改良し、ＰＣやスマートフォンからの

利用を可能にした。これにより、支援機器の特徴や使用方法、試用貸出などの情報を広く発

信でき、相談業務にも効果的に活用できるようにした。また、機器情報にはカテゴリータグ

を付け、障害の種類や状況に応じた迅速な対応を実現した。連携協力機関の担当者には、機

器の紹介・問い合わせ、試用貸出、モニター評価などに活用してもらうこととした。 

 

（関連するカテゴリー） 

 利用シーン、具体的な障害、日常生活の場面、余暇・スポーツ・芸術、給付実績 等 

 

【障害者自立支援機器情報システム ＰＣ及びスマホ版】 
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【支援ネットワークのページ】 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携協力機関の活動状況】 
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⑤ 連携協力機関方の支援協力 
 連携協力機関から要請があった場合には、支援機器の開発及び普及に関する知見を有する

専門家の派遣を検討するとともに、担当者への助言を行った。 

具体的には、香川県、鹿児島県、愛媛県等において、連携協力機関の関係者と情報交換を

行う場を設けたほか、愛媛県では講習会の開催に向け、講師派遣に関する支援を受け実施し

た。 

 

【開催概要】 

日時：令和８年２月２１日（土）９時～１６時 

会場：テクノプラザ愛媛 

主催：愛媛県支援機器つながる連絡会（主団体：愛媛県作業療法士会） 

 

【講習会テーマ】 

・機器の利用で広がる生活支援 ～身近な機器・道具からＩＣＴ活用まで～ 

・「何をしたいか」からはじめる支援 ～ＱＯＬを高めるアクセシビリティの考え方～ 

・入力スイッチの選定・適合と iPhone・iPad のスイッチコントロールご紹介 

・支援機器の開発・利活用の国内外の動向 

・ＩＣＴ・支援機器の実践と地域への展開 

・高齢者・障害者福祉における福祉用具・介護テクノロジーの開発及び普及について 

 

【愛媛県 展示会及び講習会の企画】 
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⑥ 連携協力機関等を対象とした事例報告会の開催

ニーズ・シーズマッチング強化事業における交流会の場を活用して、「連携協力機関による

事例報告会」を企画・開催した。 

事例報告会では、地域における支援機器の開発及び普及の取組に関する情報交換を行うと

ともに、好事例や課題を共有化し、真に必要とされる支援機器の開発及び普及の在り方につ

いて、出展者及び一般来場者を交えて研究討議した。 

加えて、その結果を協会ホームページに掲載し、情報提供することで支援ネットワークの

輪を広げるとともに、地域の障害者等が真に必要とする支援機器が適切かつ効果的な使用に

つなげることを目指した。 

【交流会会場での事例報告会の様子】 
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⑤ 連携協力機関方の支援協力 
 連携協力機関から要請があった場合には、支援機器の開発及び普及に関する知見を有する

専門家の派遣を検討するとともに、担当者への助言を行った。 

具体的には、香川県、鹿児島県、愛媛県等において、連携協力機関の関係者と情報交換を

行う場を設けたほか、愛媛県では講習会の開催に向け、講師派遣に関する支援を受け実施し

た。 

 

【開催概要】 

日時：令和８年２月２１日（土）９時～１６時 

会場：テクノプラザ愛媛 

主催：愛媛県支援機器つながる連絡会（主団体：愛媛県作業療法士会） 

 

【講習会テーマ】 

・機器の利用で広がる生活支援 ～身近な機器・道具からＩＣＴ活用まで～ 

・「何をしたいか」からはじめる支援 ～ＱＯＬを高めるアクセシビリティの考え方～ 

・入力スイッチの選定・適合と iPhone・iPad のスイッチコントロールご紹介 

・支援機器の開発・利活用の国内外の動向 

・ＩＣＴ・支援機器の実践と地域への展開 

・高齢者・障害者福祉における福祉用具・介護テクノロジーの開発及び普及について 

 

【愛媛県 展示会及び講習会の企画】 
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【セミナースケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携協力機関を通じて、支援機器の開発や普及促進に係る好事例等の情報を集約した。こ

こでいう事例とは、各機関の組織体制をはじめ、障害者の自立支援機器の開発や普及に関する取

り組み事例、事業実施の方策や課題等を指すことした。 

 

【収集した事例の一部】 
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（３）地域交流会の実施結果 
① 開催場所の選定、実施体制 

地域の障害者と支援者・家族をはじめ、産業振興団体や開発企業等が参集し、障害者が置

かれている状況等を共有化し、支援機器の開発及び普及を促進するための方策を検討するこ

ととした。もって、地域交流会の開催を契機に支援機器の開発及び普及促進のための体制基

盤ができた地域には、連携協力機関としての登録等を促すこととした。 

 

（開催場所の選定） 

開催地は、全国的に偏りのないように配慮することとし、２会場、原則１日間とした。 

 今年度は、過去に実施した地域の掘り起こし及び新しい地域の開拓先として、静岡県静岡

市、佐賀県佐賀市とした。 

 

（実施体制、実施方法） 

開催にあたって、地域の支援機器の有識者等からなる座長を設置し、進行は座長が中心に

行い、当協会は座長をフォローすることとした。 

参加者は、地域の障害者・家族及び介護者をはじめ、産業振興団体や開発企業等とし、障

害者が抱えている課題を共有化し、支援機器の開発及び普及の方策について、討議すること

とした。 

具体的な内容については、地域の実情に応じて検討して差支えないこととした。また、会

期中はイラストレーターが現地又はオンラインで参加し、議論の活性化及びイメージが参加

者で共有できるよう、イラストレーターが作成するイラストを投影し議論を進めた。実施は

原則対面での実施とした。 

各開催地のテーマについては、支援機器の範囲は、多岐にわたることから座長、地域の関

係者及び有識者等と検討して設定することとした。また、各会場のテーマに合わせて、機器

開発企業の協力いただき、機器展示を行った。 

 

 

【静岡県静岡市】 

日 時：令和７年１０月４日（土）１０：３０－１７：００ 

会 場：静岡市産学交流センター６階プレゼンルーム 

座 長：村岡健史 氏（常葉大学） 

テーマ：「パパララフフッットトボボーールルかからら始始ままるる地地域域のの輪輪  

～～支支援援機機器器とと想想いいををつつななぐぐ、、ししずずおおかか交交流流会会～～」  

 

 

【佐賀県佐賀市】 

日 時：令和７年１０月２１日（火）１０：００－１６：００ 

会 場：西九州大学佐賀キャンパス中会議室・大会議室 

座 長：植田友貴 氏（西九州大学） 

テーマ：「重重度度障障害害者者のの生生活活・・学学業業・・就就労労のの支支援援ににつついいてて考考ええるる」  
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【セミナースケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携協力機関を通じて、支援機器の開発や普及促進に係る好事例等の情報を集約した。こ

こでいう事例とは、各機関の組織体制をはじめ、障害者の自立支援機器の開発や普及に関する取

り組み事例、事業実施の方策や課題等を指すことした。 

 

【収集した事例の一部】 
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【開催内容】※開催地域によって変更有 

１、 参加者の紹介 

２、 目的の共有化 

３、 障害者が抱えている課題の共有 

４、 支援機器の開発・利活用の可能性について議論 

 

② 開催の周知、主な参加者等 
（周知方法） 

交流会専用ホームページに地域交流会の開催案内（チラシ）を掲載し、開催地の座長をは

じめとした関係者へ開催案内をもとに周知や周知依頼を行った。 

 

【地域交流会のチラシ】 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

参加申し込みはＨＰ上から申込フォーム使用して参加者の申込を行った。当日参加も可と

した。参加者の属性は以下の通り。（事務局で把握できた範囲での参加者の属性を示す） 

※厚生労働省、事務局は除く。 

 

（参加者及び属性） 

【静岡市開催 参加者属性】 

１１５５名名（（ニニーーズズ側側：：３３名名、、シシーーズズ側側：：９９名名、、事事務務局局他他：：３３名名））  

 

リハセンター職員（ＯＴ、リハビリ工学技士）、スポーツ振興課県庁職員、日本車いすファ
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ンサッカー協会、パラスポーツパーク代表、車椅子開発企業、福祉用具開発企業、車椅子付

属品開発企業 等。 

 

（ＡＴＡサテライト静岡まとめ資料） 
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【開催内容】※開催地域によって変更有 
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４、 支援機器の開発・利活用の可能性について議論 
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参加申し込みはＨＰ上から申込フォーム使用して参加者の申込を行った。当日参加も可と

した。参加者の属性は以下の通り。（事務局で把握できた範囲での参加者の属性を示す） 

※厚生労働省、事務局は除く。 

 

（参加者及び属性） 

【静岡市開催 参加者属性】 

１１５５名名（（ニニーーズズ側側：：３３名名、、シシーーズズ側側：：９９名名、、事事務務局局他他：：３３名名））  

 

リハセンター職員（ＯＴ、リハビリ工学技士）、スポーツ振興課県庁職員、日本車いすファ

－ 54 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 56 －



【静岡市地域交流会の様子】 

【佐賀市開催 参加者属性】 

２２４４名名（（ニニーーズズ側側：：１１１１名名、、シシーーズズ側側：：１１００名名、、事事務務局局他他：：３３名名））  

障害当事者、障害当事者家族、難病相談支援センター、特別支援学校教員、就労継続 B 型

事業所、支援機器開発企業、義肢装具制作所（PO）、コミュニケーションエイド研究会（OT）、

福祉用具レンタル販売・住宅改修事業者、医療福祉機器開発販売、医療介護コンサルティン

グ、IoT、システム、アプリケーション開発企業、支援機器の開発及び福祉環境の設計施工の

支援事業やコンサルタント、地域生活支援及び疾病対策支援県庁職員 等。 
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（ＡＴＡサテライト佐賀まとめ資料） 
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（ＡＴＡサテライト佐賀まとめ資料） 
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【佐賀市地域交流会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実施結果の周知等 
地域交流会の成果については、交流会会場において成果報告を実施した。あわせて、地域

交流会の成果発表後に連携協力機関による事例報告会を行うこととし、地域交流会の座長に

も参加いただいた。本交流会を契機として、支援機器の開発及び普及促進に向けた体制基盤

が整備された地域については、連携協力機関としての登録等を検討いただくこととした。 

ＡＴＡサテライトの成果については、協会に設置している「自立支援機器情報ネットワー

ク（ホームページ）」を通じ、インターネット、ＳＮＳ、プレスリリース等を活用して広く周
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知を行った。 

今後は、連携協力機関としての応募事業の継続を促すとともに、協会がフォローアップを

行いながら、他地域との連携を推進していくこととする。 

 

【講演スケジュール、講演資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演風景】 
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【佐賀市地域交流会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実施結果の周知等 
地域交流会の成果については、交流会会場において成果報告を実施した。あわせて、地域

交流会の成果発表後に連携協力機関による事例報告会を行うこととし、地域交流会の座長に

も参加いただいた。本交流会を契機として、支援機器の開発及び普及促進に向けた体制基盤

が整備された地域については、連携協力機関としての登録等を検討いただくこととした。 

ＡＴＡサテライトの成果については、協会に設置している「自立支援機器情報ネットワー

ク（ホームページ）」を通じ、インターネット、ＳＮＳ、プレスリリース等を活用して広く周
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５．考察・結論

・連携支援ネットワークの構築

本事業では、厚労科研事業と連携し、支援機器に係るモデル拠点の考え方を踏まえなが

ら、自治体や関係機関に対して本事業の趣旨や目的を丁寧に説明し、理解と賛同を得たうえ

で、全国７機関が連携協力機関として登録された。これらの機関は、障害者自立支援機器の

開発・普及において、地域の中核的な役割を担っている。具体的には、支援機器に関する相

談窓口の設置、適合調整、展示・貸出、研修の実施、地域ニーズの把握とフィードバックな

どを通じて、地域における包括的な支援体制の構築に貢献している。 

また、各地域の地理的特性や文化的背景を活かしながら、それぞれ独自のネットワークを

形成している点も特徴的である。たとえば、鹿児島県では作業療法士協会が中心となり地域

の専門職との連携を深めており、和歌山県のアシテック・オコでは遠隔支援の仕組みを活用

した取り組みが進められていた。 

一方で、機関としての成熟度にはばらつきが見られ、支援機器の普及活動にとどまってい

る機関や、地域内の連携体制が十分に構築されていない機関も存在することが明らかとなっ

た。これらの課題を解決するためには、各機関の役割や機能の明確化、人的・財政的資源の

確保、地域間の情報格差の是正に向けた支援が必要である。さらに、障害当事者の多様なニ

ーズを的確に把握し、開発者との円滑なマッチングを実現する仕組みの強化も求められる。 

 連携協力機関の登録後は、事務打合せ会やモデル拠点構築委員会などを通じて、各機関の

実施体制や組織の特性、地域の関連機関との連携状況、業務上の課題とその対応策について

情報を共有した。これにより、機関間のネットワークが構築され、地域を越えた知見の交換

や好事例の共有が進んだ。支援機器の開発・普及における相乗効果が期待できる体制が整っ

た。 

また、支援機器に関する情報の集約と発信を目的に、「障害者のための支援機器情報プラ

ットフォーム」及び「支援ネットワークページ」を新たに開設した。これらを通じて、開発

企業や関係機関とのマッチング支援、事例紹介、動画配信、モニター評価機関の募集などを

行い、支援機器の利活用を促進する情報基盤を整備した。これにより、関係者間の情報共有

が円滑になり、開発・普及に向けた環境整備がさらに進展した。 

 さらに、静岡県と佐賀県で地域交流会を開催し、障害当事者や家族、支援者、開発企業、

行政関係者などが一堂に会した。交流会では、障害者が直面する課題や支援機器の可能性に

ついて活発な議論が交わされた。地域の実情に即したテーマ設定や、視覚的に議論を共有で

きるイラストの活用などにより、参加者の理解と共感が深まった。これらの取組みは、地域

の支援体制の強化や新たな連携協力機関の形成を促す契機となり、支援機器の社会実装に向

けた重要な一歩となった。 

加えて、製品化された支援機器に関するデータベースを構築し、機器の特徴や使用方法、

試用・貸出に関する情報を広く発信できる体制を整えた。これにより、相談業務の質が向上

し、障害の種類や生活場面に応じた迅速な情報提供が可能となった。連携協力機関の担当者
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も、利用者のニーズに即した情報を検索しやすくなり、現場での実用性が大きく高まった点

も重要な成果となった。 

 

また、連携協力機関からの要請に応じて、支援機器の開発・普及に関する知見を持つ専門

家等を派遣し、講習会の開催などを通じて地域の人材育成と支援体制の強化を支援した。特

に愛媛県では、ＩＣＴや福祉用具の実践的な活用方法に関する講習会を実施し、地域の支援

力向上に大きく貢献した。 

 

 一方で、地域によって支援体制の成熟度や支援機器への理解・関心に差が見られた。今後

は、連携協力機関の役割や機能の明確化、人的・財政的資源の確保、地域間の情報格差の是

正などの課題に取り組む必要がある。また、障害当事者の多様なニーズを的確に把握し、開

発者との円滑なマッチングを実現する仕組みの強化も求められる。 

 

総じて、本事業は支援機器の開発・普及に向けた地域拠点の形成と関係機関の連携強化を

進め、持続可能な支援体制構築への重要な一歩となった。今後は、得られた知見や好事例を

活かし、さらなる地域展開とネットワークの拡充を通じて、障害者の生活の質の向上に資す

る支援機器の開発・普及を一層推進していくことが求められる。  
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５．考察・結論

・連携支援ネットワークの構築

本事業では、厚労科研事業と連携し、支援機器に係るモデル拠点の考え方を踏まえなが

ら、自治体や関係機関に対して本事業の趣旨や目的を丁寧に説明し、理解と賛同を得たうえ
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した取り組みが進められていた。 

一方で、機関としての成熟度にはばらつきが見られ、支援機器の普及活動にとどまってい

る機関や、地域内の連携体制が十分に構築されていない機関も存在することが明らかとなっ

た。これらの課題を解決するためには、各機関の役割や機能の明確化、人的・財政的資源の

確保、地域間の情報格差の是正に向けた支援が必要である。さらに、障害当事者の多様なニ

ーズを的確に把握し、開発者との円滑なマッチングを実現する仕組みの強化も求められる。 

 連携協力機関の登録後は、事務打合せ会やモデル拠点構築委員会などを通じて、各機関の

実施体制や組織の特性、地域の関連機関との連携状況、業務上の課題とその対応策について

情報を共有した。これにより、機関間のネットワークが構築され、地域を越えた知見の交換

や好事例の共有が進んだ。支援機器の開発・普及における相乗効果が期待できる体制が整っ

た。 

また、支援機器に関する情報の集約と発信を目的に、「障害者のための支援機器情報プラ

ットフォーム」及び「支援ネットワークページ」を新たに開設した。これらを通じて、開発

企業や関係機関とのマッチング支援、事例紹介、動画配信、モニター評価機関の募集などを

行い、支援機器の利活用を促進する情報基盤を整備した。これにより、関係者間の情報共有

が円滑になり、開発・普及に向けた環境整備がさらに進展した。 

 さらに、静岡県と佐賀県で地域交流会を開催し、障害当事者や家族、支援者、開発企業、

行政関係者などが一堂に会した。交流会では、障害者が直面する課題や支援機器の可能性に

ついて活発な議論が交わされた。地域の実情に即したテーマ設定や、視覚的に議論を共有で

きるイラストの活用などにより、参加者の理解と共感が深まった。これらの取組みは、地域

の支援体制の強化や新たな連携協力機関の形成を促す契機となり、支援機器の社会実装に向

けた重要な一歩となった。 

加えて、製品化された支援機器に関するデータベースを構築し、機器の特徴や使用方法、

試用・貸出に関する情報を広く発信できる体制を整えた。これにより、相談業務の質が向上

し、障害の種類や生活場面に応じた迅速な情報提供が可能となった。連携協力機関の担当者
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